
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端にフックを備えた針本体と、２枚の薄板を重ね合わせて構成したタングを備えたス
ライダーとを備え、該針本体とスライダーとを個別に前後進自在に構成した複合針を列設
した少なくとも前後一対の第１ベッドと、第２ベッドを設けた横編機を用いて、前身頃を
裾から肩に向かって編成する間に、衿開口部を形成し、以降前記前身頃を衿開口部を挟ん
で前左身頃、前右身頃として分岐して編成するとともに衿開口部に沿って各身頃に衿部分
を形成するとともに各衿部が開口基端側において互いに重なり合った２層構造として編成
される衿部を含んだ身頃の前記衿部の２層構造部分は、以下のステップにより編成される

；
　ａ）衿部基端部において編目の増殖を行い、衿部を２層構造に編成するための準備ステ
ップ、
　ｂ）前左身頃に属する衿部分を表目・裏目の混在した編み組織で編成するために、前右
身頃の衿部の一部の編目を隣接する該衿部の編目を係止する針にホールディングさせて空
針を形成するステップ、
　ｃ）前記ステップｂにて形成された空針に、前左身頃に属する衿部の編目の一部を目移
しするステップ、
　ｄ）衿部を含む前記前左身頃の編目を係止する針に給糸して編目コースを編成するステ
ップ、
　ｅ）前右身頃の衿部を表目・裏目の混在した編み組織で編成するために前記前左身頃に
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属する衿部の空針に目移された編目を対向する該衿部の編目を係止する針にホールディン
グさせて空針を形成するステップ、
　ｆ）前記ステップｅにて形成された空針に前記前右身頃に属する衿部の編目の一部を目
移しするステップ、
　ｇ）衿部を含む前記他前右身頃の編目を係止する針に給糸して編目コースを編成するス
テップ、
　ｈ）上記ｂ～ｇのステップを繰り返すステップ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、先端にフックを備えた針本体と、２枚の薄板を重ね合わせて構成したタングを
備えたスライダーとを備え、該針本体とスライダーとを個別に前後進自在に構成した複合
針を備えた横編機を用いて行う編目ループの預け置き技術（以下、ホールディングという
。）を応用した衿等の編成方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
本出願人は、特公平３－７５６５６号により前後に針床を対向配置させた所謂２枚ベッド
横編機を用いてリンクス、ガーター、リブ等の表目／裏目が混在した組織柄を有する編地
を、前側編地と後側編地からなる筒状編地として編成する方法を提案した。この方法を利
用すれば前側編地と後側編地が前後に２枚重なり合った２層状態で編成することもできる
。
【０００３】
これは前側編地の編成を例えば奇数番目の針に、後側編地を偶数番目の針に割り当て、前
後針床のそれぞれ１本置きの針を使用して各編地を編成するもので俗称“針抜き編成”と
呼ばれる。前側編地を編成する際に後側編地を後針床の針に付属（係止）させ、反対に後
側編地を編成する際に前側編地を前後針床の針に付属させて前後に重ね合わせた状態で編
地を編成することで各編地は対向する針床上に目移し用の空針を常に確保させるというも
のである。
【０００４】
しかしながら上記した針抜き編成による方法では、針１本置きに空き針を用意せねばなら
ず、所望するウエール数（針立て）の編地を得るには倍の針数が必要となり、またこれに
より編まれた編地は上記した理由で実際の編機ゲージよりも粗いものとならざるを得なか
った。
【０００５】
そこで本出願人は、先端にフックを備えた針本体と、２枚の薄板を重ね合わせて構成した
タングを備えたスライダーとを備え、該針本体とスライダーとを個別に前後進自在に構成
した複合針を列設した針床を備えた横編機を用いて行う編目ループのホールディングにつ
いて特願平１０－１１１８４２号、発明の名称「編目ループの預け置き方法」を出願した
。これによれば編目ループをフックに係止した複合針は、更にスライダーのタング上に他
の針が係止していた編目ループを受け取りホールディングさせ、また必要なときにこのホ
ールディングした編目ループを移し戻すことができるので目移し用の空き針を設ける必要
がなく、編機ゲージに相当する編地を編成できる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、上記した編目ループのホールディング技術を応用することで２層状に編
成される衿部分を編機ゲージに相当するゲージにて編成することでしっかりとした衿を得
る編成方法を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明では、先端にフックを備えた針本体と、２枚の薄板を重ね合わせて構成したタング
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を備えたスライダーとを備え、該針本体とスライダーとを個別に前後進自在に構成した複
合針を列設した少なくとも前後一対の第１ベッドと、第２ベッドを設けた横編機を用いて
、前身頃を裾から肩に向かって編成する間に、衿開口部を形成し、以降前記前身頃を衿開
口部を挟んで前左身頃、前右身頃として分岐して編成するとともに衿開口部に沿って各身
頃に衿部分を形成するとともに各衿部が開口基端側において重なり合った２層構造として
編成される衿部を含んだ身頃の前記衿部の２層構造部分は、
ａ）衿部基端部において編目の増殖を行い、衿部を２層構造に編成するための準備ステッ
プ、
ｂ）前左身頃に属する衿部分を表目・裏目の混在した編み組織で編成するために、前右身
頃の衿部の一部の編目を隣接する該衿部の編目を係止する針にホールディングさせて空針
を形成するステップ、
ｃ）前記ステップｂにて形成された空針に、前左身頃に属する衿部の編目の一部を目移し
するステップ、
ｄ）衿部を含む前記前左身頃の編目を係止する針に給糸して編目コースを編成するステッ
プ、
ｅ）前右身頃の衿部を表目・裏目の混在した編み組織で編成するために前記前左身頃に属
する衿部の空針に目移された編目を対向する該衿部の編目を係止する針にホールディング
させて空針を形成するステップ、
ｆ）前記ステップｅにて形成された空針に前記前右身頃に属する衿部の編目の一部を目移
しするステップ、
ｇ）衿部を含む前記他前右身頃の編目を係止する針に給糸して編目コースを編成するステ
ップ、
ｈ）上記ｂ～ｇのステップを繰り返すステップを含むようにした。
【０００８】
これによると前身頃を裾から肩に向かって編成する間に、２層構造の衿部分をもつ衿開口
部を形成するために編目の増殖を行って、その準備を行った後、以降前身頃を衿開口部を
挟んで前左身頃と前右身頃に分岐して編成するとともに各身頃に属する衿部分を、それぞ
れ表目・裏目の混在した編み組織、例えばリブ編みするために、前左身頃に対しては、前
右身頃の衿部の一部の編目を隣接する該衿部の編目を係止する針にホールディングさせて
空針を形成し、この形成された空針に、前左身頃に属する衿部の編目の一部を目移して衿
部分の編目を前後の針床の針へ係止させ、この状態で衿部分を含む前左身頃に給糸するこ
とで衿部分を表目・裏目の混在した編み組織で編成する。上記のように他方の衿の編目を
ホールディングさせて空針を形成し、この空針にこれから編まれる衿部の編目を移して表
目・裏目の混在した編み組織で編成するので従来のような針抜き編成と異なりしっかりし
た衿部分を得ることができる。同様に前右身頃に対しては、前記前左身頃に属する衿部の
空針に目移された編目を対向する該衿部の編目を係止する針にホールディングさせて空針
を形成し、この形成された空針に、前右身頃に属する衿部の編目の一部を目移して衿部分
の編目を前後の針床の針へ係止させ、この状態で衿部分を含む前右身頃に給糸することで
衿部分を表目・裏目の混在した編み組織で編成する。このような編成を繰り返し行うこと
で開口基端側において重なり合った２層構造を有する衿部を含んだ身頃を編成する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
次に編目のホールディング技術を応用した実施例として、Ｖ型に形成した開口部５の先端
を２層構造とした衿を有する前身頃の編成方法について以下図面とともに説明する。
【００１０】
本実施例では、図１に示すように全体を２×２の編み組織でリブ編みされるとともに袖刳
り３Ｌ，３Ｒ、衿開口部５を成形編みされる前身頃１に表目・裏目の混在した編み組織と
して１×１リブの編み組織からなる衿部分７を編成する場合を示す。前身頃は矢印で示す
ように裾２から肩４に向かって編み進められる。
【００１１】
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図２と図３にその編成ステップを示す。図中のＦＢは前ベッド、ＢＢは後ベッドを示し、
アルファベットａ～ｚは各ベッドに装着された針を示す。各ベッドには先端にフックを備
えた針本体と、２枚の薄板を重ね合わせて構成したタングを備えたスライダーとを備えた
複合針が装着され、複合針の針本体とスライダーは針床上を往復走行する不図示のキャリ
ッジに設けたカムにより個別に前後進自在に構成される。
【００１２】
本実施例では、編目のホールディングは、一方の針床の針から直接他方の針床の針に対し
て行われる場合を示すが、例えば目移し用のトランスファージャックベッドを備えた横編
機（例えば株式会社島精機製コンピュータ横編機、製品名ＦＩＲＳＴ）では、トランスフ
ァージャックを経由させて編目を対向する他方の針床の針または同じ針床上の隣の針へホ
ールディングさせることも可能である。
【００１３】
先ず、ステップ１は、ラインＰにおけるコース編成を示す。裾２からラインＰ迄の編成は
公知の方法にて行われるので説明の便宜上省略する。ステップ１において給糸口１１を右
行させ、前ベッドの針ａ，ｂ、後ベッドｃ，ｄ、前ベッドの針ｅ，ｆ、…、に給糸して前
身頃を２×２のリブ編み組織にてコース編成する。次のステップ２は、続くステップ３に
て行われる割増やし編成のための準備工程で、衿部分を形成する針ｉ～ｒの範囲内にある
裏目（針ｋ，ｌ，ｏ，ｐ）を前ベッドの針へ目移しする。ステップ３では、給糸口１１を
左行させ、前ベッドの針ｚ，ｙ，ｖ，ｕ，ｒ～ｉ，ｆ，ｅ，ｂ，ａと、後ベッドの針ｘ，
ｗ，ｔ，ｓ，ｈ，ｇ，ｄ，ｃに給糸して編目コースの編成を行うとともに、前ベッドの針
ｉ～ｒに係止されていたステップ１で形成された編目を後ベッドの対向する針へ移す割増
やし編成を行う。割増やし編成は、編目の増殖（増し目）を意味し、単層の編地として編
成されていた身頃に続けて衿部分を前後の編地からなる２層状に編むために行われる。上
記した形式の複合針による割増やし編成についての詳細は、本出願人による特願平１０－
１８７８９２、発明の名称「編目形成方法及び該編目形成のための横編機」に言及される
。上記割増やしによる方法では増し目箇所に孔があかないといったメリットがあるが、他
の増し目方法にて編目の増殖を行ってもよい。
【００１４】
そしてステップ４以降からは開口部５を形成するために前身頃１を左右に分けて編成する
。前右身頃１Ｒ（紙面向かって左側）の編成には給糸口１１が引き続き使われ、前左身頃
１Ｌ（紙面向かって右側）の編成には給糸口１３が新たに導入される。ステップ４で、給
糸口１３を左行させ前ベッドの針ｚ，ｙ，ｖ，ｕと、後ベッドの針ｘ，ｗ，ｔ～ｉに給糸
して前左身頃１Ｌのコース編成を行う。ここで衿部分の針ｉ～ｒを平編みするのは、上記
割増やし編成により形成された編目を緩めて編成を容易にするためであり、この編成を省
略して直ぐに後述の１×１のリブ編みを行うようにしてもよい。
【００１５】
ステップ５～７は、ステップ８において前左身頃１Ｌの衿部分７Ｌを１×１のリブ編みす
るための準備工程を示す。まずステップ５では、前右身頃１Ｒの衿部分７Ｒの編目となる
前ベッドの針ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑに係止される編目を後ベッドの対向する針にホールディ
ングさせ、続くステップ６で後ベッドを１針分右へラッキングしてステップ５でホールデ
ィング状態に置かれた編目を前ベッドの針ｊ，ｌ，ｎ，ｐ，ｒへホールディングさせる。
これにより前右身頃１Ｒの衿部分７Ｒを構成する針ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑに係止されていた
編目は同じ前ベッドの隣の針ｊ，ｌ，ｎ，ｐ，ｒへホールディングされたこととなり、前
ベッドの針ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑに空針を形成する。そしてステップ７では、前左身頃１Ｌ
の衿部分７Ｌの後ベッドの針ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑに係止される編目を前ベッドの空針へ目
移しする。以上の準備工程の後、ステップ８において給糸口１３を右行させ、前ベッドの
針ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑ，ｕ，ｖ，ｙ，ｚと、後ベッドの針ｊ，ｌ，ｎ，ｐ，ｒ，ｓ，ｔ，
ｗ，ｘに給糸して前左身頃１Ｌの続くコース編成を行う。
【００１６】
ステップ９、１０はステップ１１において前右身頃１Ｒのコース編成を行うための準備工
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程を示し、ステップ８で前ベッドの針ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑで編まれた前左身頃１Ｌの編目
を同じ前右左身頃１Ｌの衿部分７Ｌの編目を係止する後ベッドの針ｊ，ｌ，ｎ，ｐ，ｒに
ホールディングさせるた後、ステップ１０で前ベッドの針ｊ，ｌ，ｎ，ｐ，ｒでホールデ
ィングされていた前右身頃１Ｒの衿部分７Ｒの編目を後ベッドの空針ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑ
へ目移しする。
【００１７】
上記準備工程の後、ステップ１１において給糸口１１を右行させ、前ベッドの針ａ，ｂ，
ｅ，ｆ，ｊ，ｌ，ｎ，ｐ，ｒと、後ベッドの針ｃ，ｄ，ｇ，ｈ，ｉ，ｋ，ｍ，ｏ，ｑに給
糸して衿部分７Ｒを含む前右身頃１Ｒのコース編成を行う。ステップ１２で給糸口を左行
させ前記ステップ１１と同じ針に給糸して前右身頃１Ｒの続くコース編成を行う。
【００１８】
そしてステップ１３～１４は、ステップ１５において前左身頃１Ｌのコース編成を行うた
めの準備工程を示し、上記したステップと同様にホールディングと編目の移し分けのステ
ップを伴い行われる。上記ステップ８～１５のステップが１回行われることで、前右身頃
１Ｒと前左身頃１Ｌにはそれぞれ２コースの編目コースが形成されるこことなる。
【００１９】
そして上記ステップ８～１５を所定の回数繰り返す毎に前身頃１Ｒ，１Ｌの各衿部分７Ｒ
，７Ｌをそれが属する身頃側に寄せて重ねていくことで衿開口部５を徐々に広げてＶ字状
に形成する。例えば衿７Ｌを前左身頃１Ｌ側に寄せて重ねるステップにおいては、衿７Ｒ
の編目を係止する針に衿７Ｌの編目を一旦ホールディングさせてから編目を身頃側に寄せ
て重ねるようにすればよく、これは比較的広幅な衿部分を編成するときに用いる。また衿
幅が比較的細い場合には、１回のラッキングにより２層状態にある衿部分を互いに重なり
合わない程度までシフトできるのでホールディングを使わずその状態で存在する空針を使
用して編目を身頃側に寄せることができる。その際、身頃も同様に他方の身頃から離れる
向きに移動させるようにすればより大きくラッキングできる。このようにして互いに重な
り合わない状態まで各衿部分７Ｒ，７Ｌが移動された後は、公知の衿付き身頃と同様な編
成を行いながら肩部に向けて編成する。
【００２０】
なお上記実施例では、重ねた状態で２層状に編まれる衿部分に表目・裏目の混在した編み
組織を編む例として１×１リブを例に説明したが、これに限らずワイドリブ、リンクス、
ガーターをはじめ表目と裏目を混在して編める編み組織であれば何でもよい。また、形成
される衿の形状も上記したＶ型のものに限らず、２層状に重なって形成されるものであれ
ば何でもよい。
【００２１】
【発明の効果】
上記したように本発明の方法では、ホールディング技術を応用することで２層構造に編ま
れる衿部分を針抜き編成を行わないので編機ゲージに相当する編地とすることができ衿部
分を従来のものに比べよりしっかりしたものにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例の方法により編まれた衿部を有する前身頃を示す。
【図２】前身頃の編成ステップの前半部分を示した図である。
【図３】前身頃の編成ステップの後半部分を示した図である。
【符号の説明】
１…前身頃、１Ｒ…前右身頃、１Ｌ…前左身頃、２…裾、３…袖刳り、４…肩、５衿開口
、７…衿

10

20

30

40

(5) JP 3757073 B2 2006.3.22



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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